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アルゼンチン共和国への消防技術指導員派遣について 

 
☆消防技術指導員を海外へ派遣するのは千葉県内の自治体で初 
 

松戸市消防局では、廃車となった消防自動車及び救急自動車を平成 4 年度から 13
箇国 21 台を一般社団法人日本外交協会（リサイクル援助事業）や公益財団法人日本

消防協会等を通じて発展途上国へ寄贈し、現地で 2 次活用していただいています。 
この度、一般社団法人日本外交協会より国際交流・人材育成事業として松戸市から

消防技術指導員 2 名をアルゼンチン共和国へ派遣したい旨要請がされ、千葉県から初

めて派遣いたします。 
松戸市から平成 24 年度に梯子付消防ポンプ自動車及び平成 26 年度に水槽付消防

ポンプ自動車をアルゼンチン共和国に寄贈した実績から、消火・救助技術の更なる向

上を目的とした消防技術指導を行うものです。 
 

１ 日 時  平成 29 年 1 月 6 日（金）から同年 1 月 23 日（月）まで 
２ 派遣地  アルゼンチン共和国 
３ 被派遣者 松戸市中央消防署 消防司令補 又吉 直人（41 歳） 
                消防司令補 古橋 康則（40 歳） 
               （2 人とも国際消防救助隊登録隊員） 
４ 消防技術指導地及び指導隊 
（１）バランケラス市（チャコ州、現地日 7～14 日） 

・マルガリータ・ベレン市ボランティア消防隊    （現地日 9～11 日） 
   ・バランケラス市ボランティア消防隊        （現地日 12～14 日） 
   ・サンフェルナルド・キャピタルボランティア消防隊 
（２）アルミランテ・ブラウン市（ブエノスアイレス州、現地日 14～21 日） 
   ・ピラ市ボランティア消防隊            （現地日 16～18 日） 
   ・アルミランテ・ブラウン市ボランティア消防隊    （現地日 19～21 日） 
   ・アベジャネグ市ドッグ・スッドボランティア消防隊 
５ 消防技術指導内容 

訪問地 2 市で、それぞれ１グループ 3 日、計 4 回の指導を訪問地及び近隣市の

義勇消防隊（日本の非常備消防のようなもの）に行います。現地の日本人通訳を

介し、消火、救助技術を中心に日本の技術を伝承してまいります。 
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６ 一般社団法人日本外交協会の概要 

 

⑴ 設立   １９４７年（昭和２２年） 

 

⑵ 場所   東京都港区芝公園３－５－８ 機械振興会館１階 

 

⑶ 主要事業 リサイクル援助、人材育成・交流等 

 

⑷ 事業概要 

ア リサイクル援助（Recycled Equipment Provision Program） 

日本国内で一定期間使用された機材を地方自治体等から譲り受け、修理、

整備した上で開発途上国へ贈っています。元々の使用状態がよい上に、相手

国と日本の国旗や、日本の援助として寄贈していることを示すマーク等を塗

布した車両や機材は、受入機関がたいへん喜んで使用してくれるだけでなく、

一般の人々の生活の中で、日本の顔が見える援助物資として活躍しています。

このような国境を越えた物資の有効再利用については、国内外で様々な要請

やご協力の申し出があり、いろいろな可能性が広がっています。 

これまでの実績 

 

 

寄贈消防車の研修（コンゴ民主共和国キンシャサ市） 
【一般社団法人日本外交協会提供】 

はしご車の研修（アルゼンチン国アルミランテブラウン市） 
【一般社団法人日本外交協会提供】 
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イ 人材育成・交流（Human Resource Development） 

開発途上国では、特に、人材の育成・専門能力の向上が国の発展に大きく寄

与します。モノが不足していて、それが無いと能力が発揮できないということ

と、研修などで能力を磨いても、実地に移すためのモノが無い、という悩みは、

どちらが先とはいいがたい悩みです。日本外交協会のリサイクル支援事業で提

供した車両・機材についても、個々のケースで、先方の要請に応えて短期研修

を行ってきました。しかし、より包括的な人材育成はやはり必要です。そこで、

2015年度より、研修を中心とした人材育成プログラムを開始しました。過去に

寄贈した車両がまとまった台数になった国で、より効果的な機材の活用と、メ

ンテナンス能力の向上を目指し、日本から専門家のチームを派遣して研修を行

います。教える側も参加する側も、同じ専門分野のプロフェッショナル同士で

す。相手の国の文化や制度を尊重しながら、国境を越えた技術交流の機会にも

なります。 

２０１５年度は、以下の国々で、研修を行いました。 

「開発途上国における防災技術分野の人材育成と国際交流の推進事業」 

ラオス人民民主共和国（２０１５年１０月） Lao People’s Democratic Republic 

ミャンマー連邦共和国（２０１６年２月）Republic of the Union of Myanmar 

ザンビア共和国（２０１６年３月）Republic of Zambia     

 

揃いのＴシャツを作成しました（ザンビア） 
【一般社団法人日本外交協会提供】 
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http://www.spjd.or.jp/wpspjd/laos/
http://www.spjd.or.jp/wpspjd/myanmar/
http://www.spjd.or.jp/wpspjd/zambia/


７ 松戸市からの消防車両等寄贈実績（合計 25 台、うち 21 台を海外に寄贈） 

年 度 車 両 名 寄贈先 寄贈国

平成 ４年度
化学消防自動車 松戸ﾕｰｶﾘﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ マレーシア

普通消防ポンプ自動車 松戸ﾕｰｶﾘﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ マレーシア

平成１２年度

水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 ジャマイカ

水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 ジャマイカ

救助工作車 財団法人日本消防協会 ペルー

平成１３年度

消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 コロンビア

消防ポンプ自動車 松戸ﾕｰｶﾘﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ マレーシア

はしご付消防ポンプ自動車 松戸ﾕｰｶﾘﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ マレーシア

平成１７年度
消防ポンプ自動車 千葉県消防学校

高規格救急自動車 千葉西総合病院 インドネシア

平成１８年度 吸排処理車 千葉県消防学校

平成１９年度
高規格救急自動車 市ﾕｰｶﾘ交通公園

水槽付消防ポンプ自動車 社団法人日本外交協会 グアテマラ

平成２０年度
水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 タンザニア共和国

水槽付消防ポンプ自動車 市ﾕｰｶﾘ交通公園

平成２１年度
水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 カンボジア王国

救急自動車２－Ｂ 社団法人日本外交協会 ザンビア共和国

平成２２年度 水槽付消防ポンプ自動車 社団法人日本外交協会 ザンビア共和国

平成２４年度

水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 コンゴ共和国

梯子車 社団法人日本外交協会 アルゼンチン

平成２５年度
水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 エクアドル

水槽付消防ポンプ自動車 財団法人日本消防協会 アンゴラ

平成２６年度 水槽付消防ポンプ自動車 社団法人日本外交協会 アルゼンチン

平成２７年度 高規格救急自動車２台 松戸ﾕｰｶﾘﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ マレーシア

【問い合わせ先】

消防局 警防課 ☎０４７－３６３－１１１５
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  アルゼンチン共和国派遣先 

ブエノスアイレス州

アルミランテ・ブラウン市

（1/14～1/21 予定） 

チャコ州

バランケラス市

（1/7～1/14 予定） 

コルドバ

イグアスの滝

マゼラン海峡

パ
タ
ゴ
ニ
ア

ア
ン
デ
ス
山
脈

首都：ブエノスアイレス
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